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　ユーザーガイドのP.195～197 の図に数字を入れ、どの位置が、どう移動したかを
表現したもの。簡単な説明を加えました。

選択したクリップを伸ばす/縮めるが、それ以外のクリップの長さは変えず
後のクリップをまとめて動かす

（全体の長さが変わる）

（図は長さを伸ばしたもの）

リップル編集ツール  Ｐ【P.196、198】
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←　長さを縮め、高速再生
　　　　　（101％以上）

→　長さを伸ばし、スロー再生
　　　　　（99％以下）

クリップの長さを伸ばしたり・縮めたりする　スロー・スピードアップの効果を出す
（クリップ・メニューの「速度」から数値入力もできる）

レート調整ツール  Ｐ【P.177】

モニターに出る４つの画面で、前のクリップの最後のコマと次のクリップの最初のコマを
見ながら、選択したクリップの長さを変えずに、クリップの使いどころをずらす

スリップツール  Ｐ【P.196、199】
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選択したクリップ変更しないで前後のクリップを伸縮する

スライドツール  Ｐ【P.197、199】
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すべらしてクリップのつなぎ目をずらす（全体の長さに影響しない）

ローリング編集ツール  Ｐ【P.195、197】
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全体の長さをかえず、カットされている位置をずらす

選択したクリップだけを、伸ばす、又は縮める

クリップの速度変更　（情報タブに、％で変化の割合が表示される）

クリップの長さは変わらないが、中味がスライド

選択したクリップを変更しないで、前後のクリップのイン/アウトポイントを変更する

マウスのドラッグ方向は逆（→）
表示される数字は、数は+で
その分戻る

マウスのドラッグ方向、右へ → で、選択されたクリップの前へ戻る（数字+）
左へ ← で、選択されたクリップの先へ進む（数字-）

５つの編集ボタン機能
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